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1. 次の に当てはまること言葉や式を書きなさい。
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（1）∠a + ∠b = ① であり，また ∠a + ∠b + ∠c +
∠d = ② である。

（2）∠a と ∠c の位置にある角を ③ という。

（3）∠b と ∠f の位置にある角を ④ といい，∠a と
∠g の位置にある角を ⑤ という。

（4）△ABC において辺と辺の ⑥ との間にできる

角を外角といい，三角形の 3つの外角の和は ⑦

である。

　三角形のひとつの外角は，これと隣り合わない

⑧ に等しい，という性質を持っている。

（5） n 角形を一つの頂点から対角線を用いて三角形に分

割したとき ⑨ 個の三角形に分けられる。この

ことから n 角形の内角の和は ⑩ と表される。
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2. 次の図において ∠x,∠y の大きさを求めなさい。
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① ∠x = ① ∠y =

② ∠x = ③ ∠x =

④ ∠x = ④ ∠y =

⑤ ∠x = ⑥ ∠x =

3. 次の四角形 ABCD と同じ面積を持つ △ABE を作図しな

さい。必ず E の記号を書き入れなさい。また作図に使用

した線は消してはいけません。下の 　　　 にはどうし

てその作図をすると同じ面積の三角形になるのかを説明し

なさい。 A

B C

D



4. 三角形の内角の和の性質を平行線の性質を用いて説明し

た。下の の中に当てはまる式または言葉を書きな

さい。 A

B
C

D

E

上の図のように△ABCで，点 Cを通り辺 ABに平行な直

線 DCを引いた。

AB ̸ ̸ DCより (1) が等しいから

∠B = (2) · · · · ··(1)

また (3) も等しいから

∠A = (4) · · · · ··(2)
したがって (1),(2)より

∠A+ ∠B+ ∠ACB = (4) + (2) +∠ACB
=180゜
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